

















































































即位したが、1848 年 2 月革命により同朝は倒され、同年 12 月にルイ＝ナポレオン・ボナパルト
がフランス第二共和政の初代大統領に就任し、1851 年 12 月のクーデターを経てフランス皇帝
に即位することにより、フランス第二帝政が成立することになったのである。 
このフランス 19 世紀前半に活動した経済学者ジャン＝バティスト・セー（Say, Jean-Baptiste, 
1767-1832）は、こうした動乱と混乱のなかで成立したブルボン朝の王政復古政府の委託を受
けて「産業革命」期の英国視察（1814-15 年）を行い、シュンペーターによれば「産業の輝かし

















例えば、「米国における一人当たり GDP の推移（1870-2009 年）」を示す図表１は、これら経
済発展の長期的なトレンドと実際の経済活動の短期的な変動との両者を一つの図の中で表し
ている5。すなわち、１）この期間の米国の GDP は、「潜在産出量」(potential output)の推移を
描いた点線グラフが示すように、大不況に襲われて極度な景気後退を経験した 1930 年代前
半から逆に景気が突出して高揚した世界大戦の開戦から終戦までのような時期を除けば、趨
                                                  
1 シュンペーター『経済分析の歴史（中）』、446 頁以下（Schumpeter, History of Economic 
Analysis, p. 618.） 
2 次を参照、雨宮昭彦「ジャン＝バティスト・セーあるいは『二重革命』の時代のエコノミスト」東
京都立大学大学院経営学研究科 Research Paper Series No. 25、2020 年 8 月。 
3 雨宮昭彦「ジャン＝バティスト・セーあるいは『二重革命』の時代のエコノミスト」 
4 ジョーンズ、チャールズ・I.、宮川努他訳『マクロ経済学Ⅰ』東洋経済新報社、2011 年。ジョー
ンズ、チャールズ・I., 香西泰監訳『経済成長理論入門』日本経済新聞社、1999 年。 
5 以下は、Jones, Chaeles Irving, Macro Economics, Third Edition, W. W. Norton & 
Company, 2014, p.12（『ジョーンズ マクロ経済学 I 長期成長編』宮川努他訳、東洋経済新











(short run fluctuations)が生じていることである。 
 
図表１ 米国における一人当たり GDP の推移（1870-2009 年） 
 
資料：ジョーンズ『マクロ経済学Ⅰ』図 1.7、11 頁(Jones, Charle I., Macro Economics, 3rd ed., p. 
12) 
                                                  
6 ジョーンズ『マクロ経済学Ⅰ』図 3.5、61 頁(Jones, Charle I., Macro Economics, p. 51) n 年目




log GDP1 これは一次関数であって、図表 1 のような縦軸を対数とするグラフにおいては、直線
を描く。図表 1 では、GDP の推移は、1920 年代までと、とりわけ 1950 年年代以降はトレンドと
してほぼ直線を描いている。以上の点に関連して、ハンガリーの経済学者フランツ・ヤノシーは、






の時期を「再建期ないし経済的再建期」と名付けた。次を参照、Jánossy, Franz, Das Ende 
der Wirtschaftswunder. Erscheinung und Wesen der wirtschaftlichen Entwicklung,  
Frankfurt/Main, Neue Kritik, 1966; Jánossy, Frenc, The End of the Economic Miracle. 
Appearance and Reality in Economic Development, White Plains: New York, 1971. 雨宮昭
彦「現代社会の＜自己記述＞と現代経済史の視点」（首都大学東京大学院経営学研究科
Research Paper Series No. 5、2019/1） 
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れ て い な い 。 代 わ っ て 、 今 日 の 多 く の 経 済 学 者 は よ り 中 立 的 な 景 気 変 動 (economic 
fluctuations)という言葉を使っている」、と12。従来「景気循環」（business cycle）と呼ばれてきた
                                                  
7  シュンペーター『経済分析の歴史（中）』215, 441 頁以下（Schumpeter, History of 
Economic Analysis, p. 492, 615ff.）。山口茂『セイ「経済学」』春秋社、1948 年、120 頁。 
8 ジョーンズ『マクロ経済学Ⅰ』11 頁(Jones, Charles I., Macroeconomics, 3. ed., W. W. Norton 
& Company, New York, London, 2014, p. 12.)。この点については本稿「第 6 章おわりに」を
参照。 
9 ジョーンズ『マクロ経済学Ⅰ』90-95 頁(Jones, Macroeconomics, p. 70ff.)。 
10 ジョーンズ『マクロ経済学Ⅰ』32 頁。 
11 ジョーンズ『マクロ経済学Ⅰ』94 頁以下。 

















ィルヘルム・レプケ(Röpke, Wilhelm, 1899-1966)は、1933 年の「ドイツ景気循環政策（Business 











そう深化しつつあった 1931 年 9 月 16，17 日の両日にはライヒスバンク総裁ハンス・ルターが主
                                                  
13 以下、本章については次を参照、雨宮昭彦「ヴィルヘルム・レプケまたは『世界恐慌』期に
おける経済学と経済学者」（首都大学東京大学院経営学研究科 Research Paper Series、
No.139、2014 年 3 月）。 
14 Röpke, Wilhelm, Trends in German Business Cycle Policy, in: The Economic Journal, 
Vol. 43, Issue 171, Sept. 1933. 
15  Roepke, Wilhelm, Crises and Cycles,1936(made and printed in Great Britain by 
William Hodge and Company, LTD. London Edinburgh Glasgow).同書は、「ミーゼス研究
所」（Mieses Institute）の次の URL からダウンロードできる。 
https://mises.org/library/crises-and-cycles 
16 レプケの著書『恐慌と循環』(1936)への書評(1937)で、評者のアーサー・マージェット



























して、それについては、恐らく、現在、見解の一致が優勢です。 (Daran habe ich keinen 
Zweifel; darüber herrscht wohl jetzt Übereinstimmung.) 」（強調点、イタリック、筆者）、と
19。 









を信じているということです(Es ist mit 
großer Bestimmtheit auf eine Frage von mir an Herrn Röpke die Antwort ergangen, daß 


























                                                  
17 Luther, Hans, Edgar Salin (Mitarbeiter), Vor dem Abgrund. Reichsbankpräsident in 
Krisenzeiten 1930 - 1933, Berlin 1964. 
18 Borchardt, Knut/Schötz, Hans(Hg.), Wirtschaftspolitik in der Krise. Die 
(Geheim-)Konferenz der Friedrich List-Gesellschaft im September 1931 über Möglichkeiten 
und Folgen einer Kreditausweitung(=Monographien der List Gesellschaft e. V., N. F. Band 
13), Baden-Baden 1991. 
19 Borchardt/Schötz(Hg.), Wirtschaftspolitik in der Krise. Die (Geheim-)Konferenz der 
Friedrich List-Gesellschaft im September 1931 über Möglichkeiten und Folgen einer 
Kreditausweitung, S. 285. 
20 Borchardt/Schötz(Hg.), Wirtschaftspolitik in der Krise. Die (Geheim-)Konferenz der 
Friedrich List-Gesellschaft im September 1931 über Möglichkeiten und Folgen einer 







ブラウンズ委 員会の 最 終答 申であった）にはよらずに、ドイツ国内での
．．．．．．．


































                                                  
21 Borchardt/Schötz(Hg.), Wirtschaftspolitik in der Krise. Die (Geheim-)Konferenz der 
Friedrich List-Gesellschaft im September 1931 über Möglichkeiten und Folgen einer 




途中で委員会を脱退した。Borchardt/Schötz(Hg.), Wirtschaftspolitik in der Krise. Die 
(Geheim-)Konferenz der Friedrich List-Gesellschaft im September 1931 über Möglichkeiten 
und Folgen einer Kreditausweitung, S. 91, Anm. 91. 
22 ライヒスバンクの要請が各国から拒否される経緯については、加藤國彦『1931 年ドイツ金融
恐慌』御茶ノ水書房、1996 年、323 頁以下。Büttner, Ursula, Weimar. Die Überforderte 
Republik 1918-1933, Stuttgart 2008, S. 433f. 
23 Feinstein, Charles H./Temin, Peter/Toniolo, Gianni, The European Economy between 
the Wars, Oxford University Press, 1997, p. 107f.  
24 Röpke, Wilhelm, Praktische Konjunkturpolitik, “Die Arbeit der Brauns-Kommission”, 
in: Weltwirtschaftliches Archiv, Vol. 34, 1931.insb., S. 427ff.; Ders., Ein Weg aus der Krise, 
in: Frankfurter Zeitung, Nr. 336, 7. Mai 1931(auch in: Ders., Gegen die Brandung, Zürich 
und Stuttgart 1959, S. 55); Ders., Trends in German Business Cycle Policy, in: The 
Economic Journal, Vol. 43, Issue 171, Sept. 1933, insb., S. 440. 
25 この点に関連して、アイケングリーンとサックスの論考によれば、ヨーロッパ諸国の、一方にお
ける 1929 年＝100 とした場合の 1935 年の為替レートと、他方における 1929 年＝100 とした場
合の 1935 年の工業生産高、実質賃金、輸出高、トービンの q（企業の追加設備投資の可能
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それに先立つ貨幣研究（『貨幣理論』1923 年）を踏まえて、1931 年 9 月 20 日以降の世界的・
国内的条件のなかで可能と考えられるワイマール共和国の通貨・信用改革案（ヴァーゲマン・
プラン、1932 年 1 月）を作成し、それをワイマール共和国のエスタブリッシュメントの一員として、
「金の束縛」(golden fetters)28の中に立て籠る（或いは立て籠らざるをえない状況に置かれた）





の q との関係は負の相関(0.46, －0.678)。したがって、1929 年～1935 年におけるヨーロッパ諸
国の為替レートと実質賃金には「中間の強さの（正の）相関」が、為替レートとそれ以外の 3 つ
の変数については「強い（負の）相関」が認められる。Eichengreen, Barry/ Sachs, Jeffrey, 
Exchange Rates and Economic Recovery in the 1930s, in: The Journal of Economic 




貨に移行しつつも為替レートを切り下げずに維持）は 2.5%、日本（1930 年 1 月に金解禁の後、
1931 年 12 月に金輸出再禁止）は 3.6%であった。Feinstein/Temin/Toniolo, The European 
Economy between the Wars, p. 13. 
26 Luther, Hans, Edgar Salin (Mitarbeiter), Vor dem Abgrund. Reichsbankpräsident in 
Krisenzeiten 1930 - 1933, Berlin 1964, S. 154. 
27 Schulz, Maurer/Wengst, Heideking(Hg.), Politik und Wirtschaft in der Krise 1930-1932. 
Quellen zur Ära Brüning, Düsseldorf 1980, S. 1589. 
28 Eichengreen, Barry, Golden Fetters: The Gold Standard and the Great Depression, 
1919-1939, Oxford University Press,1992. 
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29 ブリューニング政府の経済政策の「自由度」に関するこの問題をめぐるドイツ経済史研究者
の論争（いわゆる「ボルヒャルト論争」）については次を参照、Balderston, Theo, Review: 
Coping with Catastrophes: Economic Policy, Performance and Institutions in Troubled 
Times, 1919-1955, in: The Historical Journal , Jun., 1993, Vol. 36, No. 2 (Jun., 1993). 
30 Borchardt, Knut, Zwangslagen und Handlungsspielräume in der großen 
Weltwirtschaftskrise der frühen dreißiger Jahre: Zur Revision des überliefelten 
Gesichtsbildes, in: Ders., Wachstum, Krisen Handlungsspielräume der Wirtschaftspolitik, 
Göttingen 1982. 
31 Wagemann, Ernst, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre vom Rhythmus der 
Wirtschaft, Verlag von Reinmar Hobbing, Berlin, 1928. 



























基 礎 を与 えうる であ ろ う。 ・・・・ ・第 二 に 、 ド イ ツの 経 済 学 の 演 繹 的
．．．














                                                  
33 Wagemann, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre vom Rhythmus der 
Wirtschaft, S. 7.（『景気変動論』小島昌太郎監訳、雄風館、9 頁） 
34 以下は、Wagemann, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre vom Rhythmus der 
Wirtschaft, S. III-IV.（『景気変動論』小島昌太郎監訳、雄風館、9-10 頁）。また次をも参照。
谷口吉彦「ワーゲマン教授の『景気変動論』」『経済論叢』（京都大学）28(3), 1929/3/1. 
35 Wagemann, E., Einfürung in die Konjunkturlehre, Verlag von Quelle & Meyer, Leipzig, 
1929, S. 3. 
36 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 39. 
37 この名称は一様ではなく、S. 26 には、Harvard University Committee of Economic 






























formalen, rechnerisch-mathematischen Gesichtspunkten)整理しようとしている。 
そうした統計資料を「純粋に形式的・計算的で数学的な視点」から加工して景気変動を示すカ
ーブを得る事例を、ヴァーゲマンはアメリカの経済統計に関する専門誌『経済統計レヴュー』













す る な ら ば 、 存 在 の 優 位 の よ り も 思 念 の 優 位 を 重 視 す る 認 識 論 的 見 解 (die 






アダム・トゥーズ(Adam Tooze, 1967-)によれば41、19・20 世紀転換期頃からアメリカの民間企
業では、天気予報のような気象学的モデルを模した形で、景気変動の現状分析をふまえてそ
                                                                                                                                                           
基本的に、「ハーヴァード景気研究所」の名称を用いる。 
38 1919 年に創刊された計量経済学分野の学術雑誌で、今日でも、ハーヴァード大学の公共
政策大学院 Kennedy School of Government で編集され、マサチューセッツ工科大学出版局
から刊行されている。 
39 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 40. 
40 以下は、Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 41f. 
41 Tooze, Adam, Statistics and the German State, 1900-1945: The Making of Modern 
Economic Knowledge (Cambridge Studies in Modern Economic History), Cambridge 
University Press, 2001, p. 106ff. 
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の 今 後 の 展 開 を 予 測 す る 事 業 が 興 っ て き た 。 そ こ か らバ ブ ソ ン 統 計 事 務 所 (Babson’s 





及したのが、ハーヴァード大学の財政学教授チャールズ・バロック（Charles Jesse Bullock, 













23 種 に な る が 、 そ れ ら の 時 系 列 か ら は 、 基 本 的 ト レ ン ド （ Trend ） や 季 節 に よ る 変 動
（Saisonschwankungen）を除去して、短期の「小刻みな動き」(Bewegungsspannen)の時系列
が得られる。第二に、この「小刻みな」短期変動を示す各系列の数値に関して、「標準偏差を






                                                  
42 以下は、Wagemann, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre vom Rhythmus der 
Wirtschaft, S. 111ff.（『景気変動論』、163 頁以下。） 
43 Wagemann, Konjunkturlehre. S. 111ff.（『景気変動論』、163 頁以下。）Tooze, Statistics 
and the German State, 1900-1945, p. 108 をも参照。 























動向指数（2020 年 7 月時点）では、「先行系列」として 11 の時系列47が、「一致系列」として 10
の時系列48が、「遅行系列」として９の時系列49が挙げられている。 
なお、図表 2-2 によれば、1924 年以後の時期については、ハーヴァード=バロメーターの諸
曲線はそれ以前のような継起的運動(die alte Folgebewegung) を示さなくなる。とりわけ、A の
























































                                                                                                                                                           
頁以下（Schumpeter, History of Economic Analysis, p. 618ｆ.）。 
52 「マーシャル風の進化の理論」に関しては例えば次を参照、Broadberry, Stephen/Kevin H. 
O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the 
Present, Cambridge University Press, 2010, p. 31.その第 2 章「1870～1914 年における経済
成長、集計量の視点からの概観」の「序文」(“Introduction”)は「マルクスからマーシャル、レー





53 例えば、石橋一雄「シュンペーターの景気循環論」『新潟産業大学経済学部紀要』第 18 号、
1997 年 12 月、を参照。 
54 Jones, Macro Economics, Third Edition, p.232ff.（邦訳、『ジョーンズ マクロ経済学 II 短
期変動編』3１頁以下）を参照。 
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図表 2-1 アメリカ経済に関するハーヴァード=バロメーター 1903-1914 年 
 
 
図表 2-2 アメリカ経済に関するハーヴァード=バロメーター １９２２－１９２４年 
（月別インデックスによる） 
 
資料： 図表 2-1、2-2 ともに、Wagemann, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre 








                                                  





















的・学問的立場の 32 名の経済学者と経営学者」(32 Professoren der Nationalökonomie und 
der Privatwirtschaftslehre verschiedenster parteipolitischer und wissenschaftlicher 
Richtung)――すなわち、ドイツの大学の経済学・経営学教授のほぼ半数（！）が署名するア
ンチ・ヴァーゲマンのマニフェストであって、それは、当時の３大全国紙の一つで、重工業利害
に近いと目されている「ケルン新聞」夕刊（1932 年 3 月 9 日付）紙上で詳細に紹介された58。 
マニフェストの署名者には、基本的には景気の自動回復論の立場に立つ先のレプケのみな
らず、それとは正反対に拡大的金融政策のために金本位制からの離脱を主張したアルベル
                                                  
56 Wagemann, E., Artikel. Antideflation - ein neuer Währungsplan, in: Berliner Börsen 
Courier, Nr. 30, 19. 1. 1932. Wagemann, E., Geld- und Kredit-Reform, Berlin 1932.  
57 Krohn, Claus-Dieter, Wirtschaftstheorien als politische Interessen. Die akademische 
Nationalökonomie in Deutschland 1918-1933, Frankfurt/New York 1981, S. 163; Tooze, 
Adam, Weimars Statistical Economics: Ernst Wagemann, in: The Economic History 
Review, New Series, Vol. 52, No. 3, Aug., 1999, p. 539; Tooze, Adam, Statistics and the 
German State, 1900-1945. The Making of Modern Economic Knowledge, Cambridge 
University Press, 2001, p. 172;大野英二『現代ドイツ社会史研究序説』岩波書店、1982 年、
41 頁。 
58 Art. Wissenschaftler gegen Wagemann-Plan. „Falsche theoretische und praktische 
Voraussetzungen―Falsche Ergebnisse“, in: Handelsblatt der Kölnischen Zeitung. 
Abend-Ausgabe, Nr. 137, Mittwoch 9. März 1932. 引用も同記事から。 
 17 
ト・ハーンのようなエコノミストと並んで、オイレンブルク(F. Eulenburg)、ゲルロフ(W. Gerloff)、
ヘランダー(S. Helander)、ランダウアー(C. Landauer)、ロッツ(W. Lotz)、モル(B. Moll)、パリ












出版した。教授資格論文(Habilitation)として、クナップ(Georg Friedrich Knapp, 1842-1926)











                                                  




60 Borchardt, Knut, Art. Palyi, Melchior. in: Neue Deutsche Biographie (NDB). Band 20, 
Duncker & Humblot, Berlin 2001, S. 25 f. 
61 Palyi, Melchior, Hauptprobleme der Soziologie Erinnerungsgabe Max Weber, 2 
Bde,1923. 
62 Ehnts, Dirk H., Knapp's 'State Theory of Money' and its reception in German 
























を執行しえた」(in die Lage kam, die Konkursmasse der älteren Versuche zu verwalten.)の
ではあるが、「いずれにしてもレプケの折衷的方法(sein Eklektizismus)は、著しく異質な諸現
象の見込みのない混交(einer hoffnungslosen Vermischung heterogenster Erscheinungen) 
に行き着くだけであり、したがって、例えば季節変動と景気運動やインフレーションの作用と景
気 の 反 応 な ど は 、 荒 っ ぽ い 手 つ き で ご っ た ま ぜ に な っ て し ま っ て い る (wild 
durcheinandergeraten)のである」と厳しい評価を下している。 





















(den Gegensatz zwischen statischer und dynamischer Betrachtung)を把握することに彼は成
功していないのだ」（強調点、イタリック、筆者、以下同様）、と。その一方で、ヴァーゲマンは、
                                                  
63 以下は、Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 24. 
64 Wagemann, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre vom Rhythmus der 
Wirtschaft, S. 5.（『景気変動論』小島昌太郎監訳、雄風館、6 頁） 






























                                                  
66 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 25. Anm. 12. 
67 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 26. 
68 この文書は、褐炭・ブリケット産業の経営者で 1927 年よりドイツ工業全国連合会長となるパ
ウル・ジルバーベルクの、シュピートホフ宛書簡（1924 年 12 月 3 日付）に添付された資料。次の
文献に拠る。Kulla, Bernd, Die Anfänge der empirischen Konjunkturforschung in 
Deutschland 1925-1933, Berlin 1996, S. 32. 





















ドイツでは、1925 年 半ばに 景 気 研 究 所が 設 立された。この「ドイツ景 気 研 究 所」 (das 












えば、1924 年晩秋には、ドイツ工業全国連合(Reichsverband der Deutschen Industrie)の幹







                                                  
70 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 26. 
71 Wagemann, Konjunkturlehre. Eine Grundlegung zur Lehre vom Rhythmus der 
Wirtschaft, S. 8f.（『景気変動論』、12 頁） 
72 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 26. 




















































ちふさがることになるのではないかとの予感を禁じえない76。先に見たように、1932 年 1 月に登
場したヴァーゲマン・プランが挫折していく過程を知っている後世の視点からはとくにそうである。
以下では、ヴァーゲマンの出生から景気研究所設立までを簡単に見ておきたい77。 
                                                  
74 こうした見解に対して批判的観点を含む「安定化恐慌」の簡単な定義として、Wohltmann, 
Hans-Werner(Prof. Universität Kiel), Art. Stabilisierungskrise. 
https://wirtschaftslexikon.gabler.de/definition/stabilisierungskrise-46561/version-193272. 
ヴォールトマンは「安定化恐慌」について、“eine Rezession bzw. Depression, die 






75 ここでのヴァーゲマンの言葉は、次の議事録に拠っている。Das gedruckte Protkoll der 
Sitzung des Hauptausschusses in Berlin am 10. Dezember 1924, Berlin 
1925(Verhandlungen des DIHT, H. 34, 1924). Zit. aus: Kulla, Die Anfänge der 




収支の状況については、（英国の同状況もあわせて）次を参照。Sayers, R. S., The Bank of 
England 1891–1944: Appendixes, Cambridge University Press, 2016. 






























                                                                                                                                                           
Berlin. Ernst Wagemann (1884-1956) 
https://www.diw.de/de/diw_01.c.29396.de/bio_wagemann.html; Kulla, Die Anfänge der 
empirischen Konjunkturforschung in Deutschland 1925-1933, S. 22. 
78 Protokoll über die Gründungssitzung des Instituts für Konjunkturforschung am Juli 
1925, zit. aus Kulla, Die Anfänge der empirischen Konjunkturforschung in Deutschland 
1925-1933, S. 24. 
79 Wagemann, E., Art. Aufgaben eines Instituts für Konjunkturforschung, in: Deutsche 
Wirtschafts-Zeitung, 22(1925). Kulla, Die Anfänge der empirischen Konjunkturforschung 





 景気研究所創設時の理事会メンバーは 21 名からなる81。その構成は、次の通りである。議長
は研究所所長。それ以外の 20 名の理事の構成は、第一に、次から各々2 名： 政府（経済省、
労働省）、州（プロイセン、バイエルン）、ライヒスバンク、ドイツ国鉄、ドイツ商工会議、ドイツ工
業全国連合。第二に、次から各々1 名： 農業、 ドイツ卸商中央連合、ドイツ小売商代表組織、


















                                                  
80 Historie des DIW Berlin, https://www.diw.de/sixcms/detail.php?id=283704 
Krengel, Rolf, Das Deutsche Institut für Wirtschaftsforschung (Institut für 
Konjunkturforschung) 1925 bis 1979, Berlin : DIW, 1985, S.12. 
81 Kulla, Die Anfänge der empirischen Konjunkturforschung in Deutschland 1925-1933, S. 
38. 
82 レームブルッフ、ゲルハルト「リベラル・コーポラティズムと政党政治」（レームブルッフ/シュミッ
ター編『現代コーポラティズム I』山口定監訳、高橋進・辻中豊・坪郷実訳、木鐸社、1984 年, 
所収）；レームブルッフ、ゲルハルト『ヨーロッパ比較政治発展論』平島健司訳、東京大学出版
会、2004 年。次をも参照、Weßels, Bernhard, Die Entwicklung des deutschen 
Korporatismus. 
https://www.bpb.de/apuz/25543/die-entwicklung-des-deutschen-korporatismus; 
SOZIALE MARKTWIRTSCHAFT. GARANT FÜR WIRTSCHAFTLICHEN ERFOLG 




































                                                  
83 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 34. 
84 Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 29. 
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図表３-1 ドイツ経済の生産と消費 1913 年             単位：十億マルク 































国民総生産合計 ４８ 国民総生産合計 ４８ 











ビスの循環」および「支払いの循環」のあり方を図示した 2 つの図（図表 4-1［『景気変動論』か
ら］, 4-2［その邦訳書から］、4-3［『景気変動論入門』から］； 図表 5-1［『景気変動論』から］、
5-2［その邦訳書から］）を掲示している。『景気変動論入門』に掲載されている図表 4-3 は、図
表 4-１を簡略化したものである。 




































86 Wagemann, Ernst, Allgemeine Geldlehre, 1. Band, Theorie des Geldwertes und der 
Währung, Jena 1923（ワーゲマン『貨幣理論』青木孝義訳、三笠書房、1940 年） 
87 シュンペーター『経済分析の歴史（下）』、766 頁。 
88 Wagemann, Konjunkturlehre, S. 39f.（邦訳、56 頁以下）こうした観点と関連して、19 世紀
フランスのエコノミスト、ジャンバティスト・セーの次の議論は興味深い。「1797 年以来、イギリス
はいかなる金属の基礎にもよらない紙幣だけを持ってきた。全世界の国家の中で、イギリスは、
おそらく、［国力に比べて］貴金属を最も僅かしか持たない国家であろう。」Palmer, R. R., J.-B. 
Say－An Economist in Troubled Times, Princeton University Press, 1997, p. 91．関連して、
各国中央銀行の 1913 年末の金保有高についての興味深い統計として、Wagemann, 
Allgemeine Geldlehre, S. 363（ワーゲマン『貨幣理論』青木孝義訳、三笠書房、1940 年、377
頁以下） 














































92 Wagemann, Konjunkturlehre, S. 42f.（邦訳、60 頁以下）;Wagemann, Einfürung in die 
Konjunkturlehre, S. ３２． 
93 前者は、例えば、唯是康彦『Excel で学ぶ経済学入門』、149 頁以下。後者は、ジョーンズ






図表４-1 財・サービスの循環  1913 年のドイツ経済（原図） 
 
資料： Wagemann, Konjunkturlehre, S. 27. 
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図表 4-３ 財・サービスの循環  1913 年のドイツ経済（参考） 
 
資料： Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 31. 
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図表５-1 貨幣の循環  1913 年のドイツ経済（原図） 
 
資料： Wagemann, Konjunkturlehre, S. 41; Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 33. 





















そうした「動態」（Dynamik）には図表 6 が示すように、4 つの基本形態がある。 
 図表 6 は、横軸に時間（１～２４の時期区分）、縦軸に産出量（60～140）がとられている。その
うち A 図は、時間の経過とともに変化していく産出量を示す原数値をグラフ化したものである。
この原図の運動を分析した B 図は、＜１．一回的変化＞の観点から描いた B-1、＜２．周期的
運動＞の観点から描いた B-2 の二つからなっている。 






a3］、後退［一番目の a1］＞の 3 種類がある。時間的変化が不連続的である部分（b）は、その
変化が持続していくケースｂα（それまでのトレンドのシフトなどによる変化）と、その変化が一時
的なケースｂβ（それまでのトレンドの中断、例えばストライキによる）とがある。 
B-2 図は、グラフ A の原数値から、B-1 のトレンドを除去して、周期的運動のみを抽出してい
る。この周期的運動には、a)規則的動き（律動）を繰り返す(rhythmisch gebunden)季節的変
動<基本形態 III＞と、b)規則的動き（律動）には制約されない(rhythmisch frei)、狭い意味で
                                                  
94 Wagemann, Konjunkturlehre, S. 43.（邦訳、62 頁） 




図表 6 経済変動の諸形態 
 









                                                  
96 ヴァーゲマン『景気変動論』、83 頁。 
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い(rhythmisch frei)」変動としてとして分類しているのである97。 
 さてこれらの景気変動の諸形態のうち基本形態 I（図表６では、a1, a2, a3 の部分）、すなわち
「トレンド」(Trend)は、統計的にはどのようにして算出されるのであろうか。ヴァーゲマンはこれ
に関して、『景気変動論』と『景気変動論入門』の双方で立ち入って説明している98。 





 経済変動に関する実際の経験的数値を図表７の W 列のように設定する。W の各数値は、一
定間隔の時間軸に沿って、変化していく様子が示されている。X は時間軸を示し、各数値は、


















                                                  
97 Wagemann, Konjunkturlehre, S. 60.（邦訳、83 頁）; Wagemann, Einfürung in die 
Konjunkturlehre, S. 36ff. 
98 Wagemann, Konjunkturlehre, S.４７ｆｆ., 243ff.（邦訳、68 頁以下、346 頁以下）; 
Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 36ff., 146ff 
99 Wagemann, Konjunkturlehre, S., 49, 246.（邦訳、70、350 頁）; Wagemann, Einfürung in 

































Σ 343 0 118 28 
資料： Wagemann, Einfürung in die Konjunkturlehre, S. 87. 
 
ちなみに、ここで図表７の（X, W）の列を（ｘ、ｙ）とし、Excel によって両変数の回帰分析をし




  ｘ  ｙ 
-3  37  
-2  40  
-1  43  
0  48  
1  56  
2  61  
3  58  
 
 
                                                  
100 最小二乗法と回帰分析の関連については、次を参照。唯是康彦『Excel で学ぶ計量経済
学入門』東洋経済新報社、2000 年、62 頁以下。 
回帰統計 
重相関 R 0.963209 
重決定 R2 0.927772 
補正 R2 0.913326 
標準誤差 2.782599 
観測数 7 
  係数 
切片 49 














































                                                  





経済学がどのように扱っているかを端的に示しているように思われる。図表 1 には、1870 年から








資料： Jones, Macro Economics, Third Edition, p.233（邦訳、『ジョーンズ マクロ経済学







分（Ỹ）が「経済変動の浮き沈み the ups and downs of economic fluctuations」（図表９の右
側）となる。そのため、「経済学者はしばしば Ỹ を『トレンドを除去した産出量』(“detrended 
                                                  






この短期変動 Ỹt それ自体は、長期トレンド（潜在的産出量 Ȳt）を基準としたときにそれからの
乖離の度合いを比率（乖離率）として示すことで、図表９（ｂ）のように描かれる。その算出は次












は「狭義の景気変動」(Konjunktur im engeren Sinne)と名付けている。 
２）この「狭義の景気変動」を、ヴァーゲマンは、「一回的な連続的変動（トレンド）、不連続的変










                                                  
103 「季節調整」済み数値で潜在成長率の計算方法を示す一例として、Methodology for 
Estimating Output Gap and Potential Growth Rate: An Update. Research and Statistics 
Department, Bank of Japan (Takuji Kawamoto, Tatsuya Ozaki, Naoya Kato, Kohei 
Maehashi) May 2017, 
https://www.boj.or.jp/en/research/brp/ron_2017/data/ron170531a.pdf 
























産出量と潜在的産出量との差は、ここでは、「産出ギャップ」(the output gap)と呼ばれている。 




出量＝潜在的 GDP となる。） 
 さて、この潜在的産出量の推計方法については、例えば、我が国の内閣府政策統括官（経
済財政分析担当）のスタッフによる研究成果である「～ＧＤＰギャップ／潜在ＧＤＰの改定につ
いて～A New Methodology for Estimating GDP Gap and Potential Output in Japan～」
                                                  
105 Wagemann, Konjunkturlehre, S. 246ff.（邦訳、350 頁以下） 





（2017 年 6 月）によれば108、第一に、GDP ギャップ（産出ギャップ）は次の式によって推計され
る。 


























                                                  
108吉田充「～ＧＤＰギャップ／潜在ＧＤＰの改定について～A New Methodology for Estimating 
GDP Gap and Potential Output in Japan～」2017 年 6 月 
https://www5.cao.go.jp/keizai3/discussion-paper/dp173.pdf 
109 この過程を数式で表すと、次のようになるであろうか。すなわち、ｔ時点での現実 GDP を
RGt、ｔ時点での潜在資本投入量を PKt、t 時点での潜在労働投入量を PLt とする。また、次
の式で、K と L を、現実 GDP（RGt）を産出する際の資本と労働の投入量、その際の全要素生
産性を A とすると RGt=Ktα・Lt1-α・A であるから A＝RGt／(Kｔα・Lt1-α)、これを全要素生産性





















                                                  
110 Jánossy, Franz, Das Ende der Wirtschaftswunder. Erscheinung und Wesen der 
wirtschaftlichen Entwicklung, Frankfurt/Main, Neue Kritik, 1966; Jánossy, Frenc, The 
End of the Economic Miracle. Appearance and Reality in Economic Development, White 
Plains: New York, 1971. 本稿注６および次を参照、雨宮昭彦「現代社会の＜自己記述＞と
現代経済史の視点」Research Paper Series (Graduate School of Management,Tokyo 
Metropolitan University), No. 5, 2015/1. 
111 Abelshauser, Werner/Petzina, Dietmal, Krise und Rekonstruktion. Zur Interpretation 
der gesamtwirtschaftlichen Entwicklung Deutschlands im 20. Jahrhundert, in: 
Historische Konjunkturforschung, hrsg. v. Wilhelm H. Schröder u. Reinhard Spree 
(=Historisch Sozialwissenschaftliche Forschungen, 11), Stuttgart 1980. 
112 Crafts, Nichola/Toniolo, Gianni, Aggregate growth, 1950-2005, in: Broadberry, 
Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe, 
Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010. 
113 八木紀一郎「第 7 巻序文」（同編『経済思想７ 経済思想のドイツ的伝統』日本経済評論
社、2006 年）  
